
全事業の見直し

目的
 旭川市行財政改革推進プログラム2020は，①効果的で効率的な行政運営，②持続可能な財政運営，③多様な主体との連携・
協働によるまちづくり，④職員の能力及び組織力の向上 の4つの視点による行財政改革を推進している。こうした視点から全
事業を見直すことで，プログラムの目標である第８次旭川市総合計画の施策の推進及び財政面の補完を着実に進める。
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R4年度
R4行政評価

（対象：141事業）
フォローアップ（対象48件）
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推進計画事業調査
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R5年度

フォローアップ
※評価結果未反映があれば
引き続きフォローアップ

R5行政評価
（対象見込：約230事業）推進計画事業調査

R6予算編成 R6予算編成

他の評価等スキームあり

対象事業  予算要求区分ごとの事業，①一般臨時事業，②補助金等，③経常費を対象とする。
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対象事業 対象外事業

手法と
スケジュール

 全庁的視点や附属機関による外部視点を加えて客観性・透明性を確保できる行政評価の中で事業を見直す。
 令和3年度は補助金等を評価済み。令和4年度は一般臨時事業を評価し，令和5年度は経常費を評価する。


